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 第２次大崎市環境基本計画の概要
 

 

1  基本的事項 

2  計画の目標 

3  基本的な方針及び施策（施策体系図参照） 

4  環境配慮指針 

5  計画の推進と進行管理 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

望ましい環境像 
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【計画の位置付け】 

環境基本計画は，環境基本条例の基本理念にのっとり良好な環境の保全及び創造に関す

る施策を総合的かつ計画的に推進するために策定し，「第２次大崎市総合計画」を上位計画

とした環境分野の基本計画として位置づけています。また，国及び県，市の各種計画との

整合を図っています。 

 

【計画期間】 

計画の期間は，令和２年度から令和１１年度としています。 

 

【推進主体】 

環境基本計画の推進に向けて，市民，事業者及び市の各主体が，それぞれの役割を分担

して，協働で取り組みを進めていくこととしています。 

 

 

【望ましい環境像】 

豊かな自然や田園環境の中で人と自然が共に生き，健康的で持続可能な循環・共生型

の社会の実現を目指す 

 

【環境目標】 

計画は，市民にとってわかりやすい計画で，かつ望ましい環境像を実現するため，対象

となる環境の範囲と対応した体系として，環境分野（自然環境，快適環境，生活環境，地

球環境，市民参画・協働）毎に目標を設定しています。 

また，１０年後の目標を達成することで，関連するＳＤＧｓの目標の達成に貢献してい

ます。 

（１）誰もが誇れる自然環境をみんなで守る【自然環境】 

（２）心の豊かさを感じる快適環境を創る【快適環境】 

（３）安全・安心な暮らしを支える生活環境を確保する【生活環境】 

（４）地球に暮らす一員として行動し，地球環境を思いやる【地球環境】 

（５）世代を超えて環境を学び，伝える【市民参画・協働】 

 

 ※施策体系図参照 

望ましい環境像や，環境分野ごとに１０年後の目標を実現していくための基本的な方針，

各方針に沿った具体的な施策を示しています。 

第２次大崎市環境基本計画の概要 
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自然的，社会的，経済的条件や土地の形状等の特性を考慮して，「田園地域」

と「山間地域」の２つの地域区分に加え，特徴的な土地利用を進めて行く区域

として，「広域交流拠点ゾーン」「地域生活拠点ゾーン」「自然環境保全ゾーン」

を設定し，地域別・ゾーン別と「市民」「事業者「市」の主体別の環境配慮指針

を設定しています。 

 

【計画の推進】 

（１）環境審議会 

大崎市環境審議会は，大崎市環境基本条例第２５条の規定に基づき，学識経験者など

により構成される組織です。市長の諮問に応じ，環境基本計画の策定及び変更に関する

事項について審議を行うとともに，環境の保全及び創造に関する施策の推進について助

言及び提言を行います。 

（２）庁内組織 

市は，市長をはじめ，施策の総合的な調整と推進を図るための庁内組織を中心として，

各担当課を含む体制を整えます。 

施策の総合的かつ計画的な推進のため，施策の進捗状況の点検・評価を行い，担当課

間との調整・連携を図ります。 

（３）協働による取り組みの推進 

市民，事業者による自主的な活動や各主体の協働による取り組みが円滑に推進される

ように，施策の実施と環境配慮指針の周知・浸透を図ります。 

また，各主体の協働体制づくりを図っていくものとし，当面の期間において，市民及

び事業者は自主的な活動の立ち上げと活動内容の充実を図る一方，市はこれらの自主的

な活動に対する情報やノウハウの提供などを展開していくものとします。 

（４）国・県・他地域との連携 

大気汚染や水質汚濁，地球環境問題など広域的な取り組みが求められる課題への対応

について，国や県，他地域と緊密な連携を図りながら，広域的な視点から環境施策に取

り組みます。 

 

【計画の進行管理】 

本計画の進行管理は，計画（Plan），実施（Do），点検・評価（Check），見直し（Action）

のサイクルにより，施策の進捗状況を毎年度点検・評価し，その結果を「環境の状況に関

する報告書」としてとりまとめ，公表します。その結果を踏まえ，アクションプランにつ

いて毎年度見直しを行い，必要に応じて本計画の見直しを行うものとします。  
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望ましい環境

像 

環境分野 環境目標 10 年後の目標 施策の方向 

目標を達成するためには？ 10 年後はどんなまち？ 将来はどんなまち？ 計画の体系 

豊
か
な
自
然
や
田
園
環
境
の
中
で
人
と
自
然
が
共
に
生
き
、 

健
康
的
で
持
続
可
能
な
循
環
・
共
生
型
の
社
会
の
実
現 

① 特色ある豊かな自然環境の保全 

② 持続的な農村環境の保全 

③ 森林の保全・活用 

④ 野生鳥獣の管理 

⑤ 外来生物の防除 

⑥ 自然とふれあえる場・機会の提供 

① 緑や水辺の保全と創造 

② 景観の保全と創造 

③ 空き家等の適切な管理，有効活用の推進 

④ ごみの不法投棄対策の推進 

⑤ 歴史・文化の保全，継承 

⑥ 地産地消の推進 

① 大気環境の保全 

② 水環境の保全 

③ 騒音，振動の低減 

④ 地盤沈下，土壌汚染の防止と悪臭の低減 

⑤ 放射性物質への対応 

① 省エネルギー対策

② 環境配慮型ライフスタイル等の推進 

③  

④ コンパクトなまちづくりの推進 

⑤   

⑥ 

⑦ 気候変動への適応 

① 環境情報の提供 

② 環境イベントの開催 

③ 環境教育・環境学習の推進 

④ 協働による取り組みの推進 

⑤ 環境教育を支える人材の育成と活躍促進 

自然環境 

快適環境 

生活環境 

地球環境 

市民参画 

・協働 

貴重な動植物，生物多様性を育むさまざまな形態の自然を守り，育てる活動が活発
に行われている。 

数多くの里地里山を支える農林業や農地・森林を保全する活動等が活発に行われて
いる。 

四季の移ろいや時間とともに変化する美しい自然環境が保たれている。 

西部一帯に広がる栗駒国定公園やラムサール条約湿地，「蕪栗沼・周辺水田」，「化女
沼」に代表される優れた自然環境が市民や来訪者の活動により保全されている。 

身近に感じられる緑や水辺，山間地域の自然景観，田園地域を代表する居久根（い
ぐね）等の田園景観，都市部の市街地景観や，歴史的な建築物や街道・史跡周辺の
景観等の保全・活用が図られている。 

大切に保存されてきた歴史・文化遺産は，住む人の心の拠りどころとなり，郷土愛
や誇り，将来への継承のための機運を醸成している。 

自然・歴史・文化は，農地を含め，食，健康，教育，福祉，レクリエーション等の
さまざまな分野で訪れる人の心に潤いを与えている。 

居住環境の質の向上が図られ，誰もが良好な環境のもとで，快適性，安全性を実感
しながら日々の生活を送っている。 

日常の生活や業務活動において，環境保全の意義や有用性が理解され，それぞれの主体
的な取り組みのもと，大気汚染，水質汚濁等の環境への負荷の低減が図られている。 

廃棄物の発生は抑制され，資源の再使用や再生利用が行われ，資源循環型の社会が
構築されている。 

各主体において，エコなライフスタイルやワークスタイルが実践され，二酸化炭素
（CO2）などの温室効果ガスの排出量抑制による地球温暖化防止等，国際的な取り
組みを通じて，地球規模の環境活動に積極的に取り組んでいる。 

持続的発展が可能な社会を実現するために，大量消費・大量廃棄型から，省資源・
省エネルギー型のライフスタイルへの転換が図られている。 

各主体に加え，学校，地域団体や NPO 等の各種団体を含む全ての人々が，環境保
全のために必要な行動を認識し，各自が役割を担い，相互連携を図りながら，自主
的かつ積極的な取り組みを推進している。 

各主体が本市の環境に誇りを持ち，自らが活動に取り組み，情報を発信できる役割
を担っている。 

５ 
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【アクションプランの目的】 

 「アクションプラン」とは，第２次大崎市環境基本計画に基づく施策の着実な推進を図る

ため，市民・事業者・市の各主体が，それぞれの役割を分担し，協働しながら，日々の生活

において実際に取り組んでいく具体的な取り組みを示したものです。 

 「基本的な方針及び施策」では，望ましい環境像や環境分野ごとに，１０年後の目標を設

定し，具体的な施策を示しています。また，「計画の推進と進行管理」では，施策を実施す

るための“アクションプラン”を策定し，取り組みを毎年度，見直すことにしています。 

 

～ 第２次大崎市環境基本計画の進行管理 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アクションプランの内容】 

アクションプランに掲載する事業は，各環境分野の施策の方向ごとに，目標を達成するた

めの具体的な取り組み内容や成果指標を記載することとしています。 

成果指標については，イベントなどを継続していくことを目標とする取り組みについては

「継続」とし，実績値はあるが，人口減少などにより変動するものや現状を維持していくこ

とを目標とする取り組みについては「維持」と記載しています。また，方向性を目標として

いる取り組みについては，「増加」や「減少」と記載しています。 

  

計 画 

（Plan） 

実 施 

（Do） 

点検・評価 

（Check） 

見直し 

（Action） 

○ 施策の進め方の見直し 

○ 第２次大崎市環境基本計画 

○ 本計画に基づく施策の実施（アクションプラン） 

○ 個別計画・関連計画に基づく施策の実施 

○ 市民・事業者による取り組み 

○ 計画の見直し 

○ 環境指標による施策の進捗状況の点検・評価 

○ 個別計画や関連計画の進捗状況の点検 

○ 「環境の状況に関する報告書」の作成・公表 

○ 大崎市環境審議会への報告・意見聴取 

 

計
画
の
見
直
し
（
計
画
期
間
終
了
時
） 

担
当
課
に
よ
る
対
応
（
毎
年
度
） 

アクションプランとは 

プラン 
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５つの環境分野毎に，「取り組み項目」「成果指標」「所見」を表記しています。 

 

【成果指標の見かた】 

１． 取り組み項目  

担当課：○○○課 

成果指標： 成果の指標とする事項  

現状 目標 実績 評価 

令和元年度の状況 最新の目標値 令和２年度の実績 下記の基準 

所見：取り組みや実施の説明，今後の進め方など 

 

○評価の判定基準 

 

 

 

【10 年後の目標】 

・西部一体に広がる栗駒国定公園やラムサール条約湿地，「蕪栗沼・周辺水田」「化女沼」

に代表される優れた自然環境が市民や来訪者の活動により保全されている。 

・四季の移ろいや時間とともに変化する美しい自然環境が保たれている。 

・数多くの里地里山を支える農林業や農地・森林を保全する活動等が活発に行われている。 

・貴重な動植物，生物多様性を育むさまざまな形態の自然を守り，育てる活動が活発に行

われている。 

 

【成果指標の評価】 

 

 

 

 

 

 

評価の判定基準 判定 

取り組み状況が進歩・維持できている・個別計画どおりの進捗 ○ 

大きな変化がない・多少の減少・個別計画より多少遅延 □ 

取組み状況が後退・大きく減少・個別計画より大きく遅延 △ 

関連する SDGs 目標 

(１)【自然環境】誰もが誇れる自然環境をみんなで守る 

アクションプランの取り組み状況 

△ 
４項目 

○ 
１１項目 

□ 
７項目 
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【総評】 

「自然環境」分野では，特色ある豊かな自然や持続的な農村環境，森林の保全等につい

て，ＮＰＯや地域の団体との協働により，良好な保全と利活用を図ることができました。

特に，近年被害が深刻化している野生鳥獣の管理については，共存に向けた高い実績につ

ながりました。 

一方で，自然とふれあえる場・機会の提供は，新型コロナウイルス感染症の影響により，

中止や回数等を減らしての実施となり，提供方法の工夫が必要と考えています。 

 

 

 

１．ラムサール条約湿地及びその周辺の里地里山を含めた環境を保全するため，野火の実

施や外来魚の駆除を行い，ガン類のねぐら環境の維持を図ります。 

担当課：世界農業遺産推進課・田尻総合支所地域振興課 

成果指標： ふゆみずたんぼ取組面積  

現状 目標 実績 評価 

１８ｈａ 維持 １０ｈａ △ 

所見：圃場整備により，実施面施は減少となりましたが，地域の生産組合と連携し，付加

価値を付けた米づくりの実践とガン類のねぐら環境を維持しました。 

 

２．ラムサール条約湿地の保全活用に関わるＮＰＯ法人等と連携して，環境教育ゾーンを

維持管理し，普及啓発イベントを実施します。 

担当課：世界農業遺産推進課 

成果指標： ラムサール条約湿地の保全活用に係るイベント回数  

現状 目標 実績 評価 

６回 ６回 ６回 ○ 

所見：化女沼湿地・里山ボランティアによる維持管理作業を６回実施しました。 

 

３．「蕪栗沼・周辺水田」を保全し，環境教育活動の推進を図るため，マガンの里推進事業

として，自然観察バスを市内の学校やNPO 法人等が行う自然観察ツアーに提供します。 

担当課：田尻総合支所地域振興課 

成果指標： おおさき自然観察バスの運行回数  

現状 目標 実績 評価 

２２回 ２５回 ２２回 □ 

 

所見：おおさき自然観察バスを市内の学校やＮＰＯ法人等が行う世界農業遺産等の自然観

察ツアーに提供しました。今後も世界農業遺産と連携しながら，環境教育活動の推

進を図っていきます。 

① 特色ある豊かな自然環境の保全 
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１．地球温暖化防止や生物多様性の保全に積極的に貢献する，「環境保全型農業」に取り組

む農業者を支援します。 

担当課：農林振興課 

成果指標： 環境保全型農業直接支払交付金事業取組面積  

現状 目標 実績 評価 

１，３２９ｈａ 維持 １，１７７ｈａ △ 

所見：令和２年度は一部堆肥の調達が困難となり，現状の面積より減少しましたが，２４

団体３３９名が減農薬・減化学肥料での栽培に取組み，生物多様性保全への継続的

支援が図られました。 

 

２．農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るための地域の共同活動に係る支援

を行い，地域資源の適切な保全管理を推進します。 

担当課：農林振興課 

成果指標： 多面的機能支払交付金事業農用地内の認定面積  

現状 目標 実績 評価 

１０，０７３ｈａ 維持 １０，２１９ｈａ ○ 

所見：令和２年度は活動組織数の変更はありませんでしたが，活動を行う認定面積は増加

し，地域共同で農村環境保全への取組の推進が図られました。 

 

３．中山間地域において農業生産条件の不利を補正することにより，将来に向けて農業生

産活動を維持するための活動を支援します。 

担当課：農林振興課 

 

成果指標： 中山間地域直接支払交付金事業実施組織数  

現状 目標 実績 評価 

１２集落 維持 １２集落 ○ 

所見：集落協定数は変わりませんが，令和２年度から第５期対策が始まり，１０割交付要

件が「集落戦略の作成」の一本化になったことから，１０割交付単価に取組む集落

協定が７集落協定から１０集落協定へ増となっています。 

 

４．「大崎耕土」に対する誇りの醸成を図るため，語り部育成の推進により世界農業遺産の

知恵を継承します。 

担当課：世界農業遺産推進課 

 

 

② 持続可能な農村環境の保全 
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成果指標： 世界農業遺産の知恵を継承する語り部育成人数  

現状 目標 実績 評価 

－ 人 ５０人 １２人 □ 

所見：農業実践者やツーリズム関係者，ＮＰＯ法人等を対象に，語り部養成講座を開催し

ました。 

 

 

 

１．森林の有する多面的な機能を発揮させるため，適正な森林整備を図ります。 

担当課：農林振興課 

成果指標： 森林経営計画の計画数  

現状 目標 実績 評価 

２３件 ４５件 １４件 △ 

所見：５年を１期とする森林経営計画は，期間の満了などから１４件に減少しましたが，

まとまりのある森林の効率的な施業及び保護が図られています。森林の持つ多面的

機能を発揮させるためにも，森林所有者等に対し計画の策定を推進していきます。 

 

成果指標： 森林経営計画の認定面積  

現状 目標 実績 評価 

５，８５７ｈａ ９，１００ｈａ ６，４７６ｈａ ○ 

所見：計画件数は減少しましたが，認定面積は増加しており，まとまりのある森林の効率

的な施業及び保護が図られています。森林の持つ多面的機能を発揮させるためにも，

森林所有者等に対し計画の策定を推進していきます。 

 

成果指標： 市産材の使用材積  

現状 目標 実績 評価 

２４２㎥／年 維持 ２７９㎥／年 ○ 

所見：市産材の木造住宅の普及に繋がり，地域の林業振興及び木材産業の活性化につなが

っています。二酸化炭素の固定による公益的機能の発揮やカーボンニュ－トラルの

実現に寄与することから，木材利用の更なる拡大を図る必要があります。 

 

２．成熟期を迎えた人工林の再造林から保育施業の森林のサイクルを維持するため，林業

事業体が行う森林整備（造林，下刈，除伐，間伐）を支援します。 

担当課：農林振興課 

成果指標： 里山林再生事業補助金交付件数  

現状 目標 実績 評価 

１８件／年 維持 ２６件／年 ○ 

③ 森林の保全・活用 
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所見：事業体による補助制度の活用が増え（５事業体⇒８事業体），森林整備（造林，下刈，

除伐，間伐）の促進が図られました。施業放棄の解消と森林の多面的機能を発揮さ

せていくためには，施業を実施する林業事業体の経営安定化を図る必要があり，引

き続き支援が必要となります。 

 

３．森林の保全のため，マツ枯れやナラ枯れ被害木の伐採等を行い，森林病害虫の防除に

努めます。また，竹害の拡大を防止するため，放置竹林の整備等を支援します。 

担当課：農林振興課 

成果指標： 防除材積  

現状 目標 実績 評価 

１５．４４㎥／年 維持 １８．１１㎥／年 ○ 

所見：松くい虫やナラ枯れ被害の拡大を最小限に食い止めるため，被害木の伐倒駆除，薬

剤樹幹注入等を実施しました。森林資源としての重要性から徹底した駆除・予防を

図る必要があります。 

 

４．“おおさき地域材”を使用する木造住宅の普及を拡大するため，地域材を活用した新築

木造住宅へ支援します。 

担当課：農林振興課 

成果指標： 助成対象者  

現状 目標 実績 評価 

１５人／年 維持 １７人／年 ○ 

所見：建築会社等へのＰＲを実施し，利用者の増加と市産材の利用拡大を図りました。市

産材の木造住宅の普及と地域の林業振興及び木材産業の活性化につながっています。

二酸化炭素の固定による公益的機能の発揮やカーボンニュートラルの実現に寄与す

ることから，木材利用の更なる拡大を図る必要があります。 

 

５．大崎耕土に「潤い」をもたらす水源地域の森林を保全し，森林への理解を深めるため，

市民参加型の植樹事業を行います。 

担当課：農林振興課 

成果指標： 市民のもりづくり推進事業植栽参加者人数  

現状 目標 実績 評価 

１６２人／年 維持 ０人／年 △ 

所見：新型コロナウイルス感染症の影響で，植栽事業は中止としました。 
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１．有害鳥獣（イノシシ，クマ等）の侵入による農作物被害を防止するため，ソーラー電

気柵導入の支援や，鳥獣被害対策実施隊員の増員を図り，ＩＣＴ（情報通信技術）も活

用しながら，効率的に捕獲し，人間と野生動物の共存する環境を実現します。 

担当課：農林振興課

成果指標： 有害鳥獣捕獲頭数（イノシシ）  

現状 目標 実績 評価 

２７８頭／年 増加 ６９０頭／年 ○ 

所見：大崎市鳥獣被害対策実施隊員の増員を図り，ＩＣＴ技術を活用した捕獲を実施しま

した。国の農作物野生鳥獣被害対策アドバイザ－を講師とした研修会の開催など，

隊員の安全かつ効率的な捕獲の技術向上を図る取り組みを実施していきます。 

 

成果指標： 鳥獣被害対策実施隊員数  

現状 目標 実績 評価 

１１７人 増加 １３０人 ○ 

所見：年々深刻化・広域化する有害鳥獣被害に対し，狩猟免許取得者が増えていることか

ら，猟友会と連携し実施隊員の増員を図りました。狩猟免許試験の周知や市内公民

館施設を試験会場とした，免許が取得しやすい環境づくりに務め，狩猟免許取得者

及び実施隊員の増員を図っていきます。

 

成果指標： 有害鳥獣侵入防止対策ソーラー電気柵導入件数  

現状 目標 実績 評価 

５５件／年 増加 ２３９件／年 ○ 

所見：有害鳥獣による農作物被害の軽減を図るため，被害防止対策として効果の高いソー

ラー電気柵について，補助率を上げ導入を推進しました。年々深刻化・広域化する

農作物被害の対策には，農業者等へ継続して支援する必要があります。

１．ラムサール条約湿地を中心に貴重な動植物や湿地を保全するため，特定外来生物（オ

オクチバス・ブルーギル）やアメリカザリガニ等の調査及び駆除を行うとともに，シナ

イモツゴなど地域特有の在来生物の保全活動を支援します。 

担当課：世界農業遺産推進課

成果指標： 「化女沼」における在来魚率  

現状 目標 実績 評価 

７％ １７％ １０％ □ 

④ 野生鳥獣の管理 

⑤ 外来生物の防除 
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所見：ラムサール条約湿地「化女沼」における外来生物（オオクチバス，ブルーギル，ア

メリカザリガニ）の駆除及び調査を実施しました。

１．多様で豊富な自然や景観を，教育旅行や様々な体験メニューとして提供し，地域の自

然環境や環境問題への関心を高めます。 

担当：観光交流課 

成果指標： 教育旅行受け入れ人数  

現状 目標 実績 評価 

５６５人／年 ２，０００人／年 ３７人／年 △ 

所見：新型コロナウイルス感染症の影響で，多くの学校が教育旅行を中止しました。

 

２．都市農村交流，農村体験や研修を通じて，地域の歴史や自然に親しみ，市内外に魅力

的な世界農業遺産資源を周知します。 

担当：世界農業遺産推進課 

所見：周辺町とのグリーン・ツーリズム関係，各種農村体験や農家民泊等の情報共有を図

り，大人の教育旅行の受入について，共同受入の具体的な方策を検討しました。 

また，宮城県教育旅行ガイドブック２０２１のＳＤＧｓ探求学習特化型プログラ

ムに世界農業遺産「大崎耕土」のプログラムを掲載し，情報発信を行いました。 

教育旅行受け入れ状況 1校。 

３．生物多様性の保全，活用の担い手となる児童生徒を育成するため，おおさき生きもの

クラブの環境学習プログラムを環境 NPO 法人と連携して実施します。 

担当：世界農業遺産推進課 

成果指標： 生きものクラブ延べ参加人数  

現状 目標 実績 評価 

３８３人／年 ５５０人／年 ３８１人／年 □ 

所見：生きものクラブのプログラムを 7 回，開催しましたが，新型コロナウイルス感染症

の影響で，定員を絞って開催したため参加人数が少なくなりました。

４．ラムサール条約湿地を活用して，生物多様性などの教育の場，観察の場として普及啓

発を図ります。 

担当：世界農業遺産推進課 

成果指標： ラムサール条約湿地における環境教育利用回数  

現状 目標 実績 評価 

７回／年 ７回／年 ６回／年 □ 

⑥ 自然とふれあえる場・機会の提供 
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所見：化女沼や蕪栗沼でのマガンの観察や化女沼の里山の植物標本づくり，南三陸町との

子供たちの交流学習を実施し，教育や普及啓発の場として活用しました。

５．レクリエーションの場，休養の場，自然と触れ合う場として，心に潤いを与える公園

の維持管理を行います。 

担当：建設課 

成果指標： 公園での事故発生件数  

現状 目標 実績 評価 

０件／年 ０件／年 １件／年 □ 

所見：施設管理不備による事故が１件発生しました。今後は，施設点検の徹底を図り事故

発生を防止していきます。

禿岳（鳴子温泉鬼首） 
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【10 年後の目標】 

・身近に感じられる緑や水辺，山間地域の自然景観，田園地域を代表する居久根（いぐね）

等の田園景観，都市部の市街地景観や，歴史的な建築物や街道・史跡周辺の景観等の保

全・活用が図られている。 

・大切に保存されてきた歴史・文化遺産は，住む人の心の拠りどころとなり，郷土愛や誇

り，将来への継承のための機運を醸成している。 

・自然・歴史・文化は，農地を含め，食，健康，教育，福祉，レクリエーション等のさま

ざまな分野で訪れる人の心に潤いを与えている。 

 

【成果指標の評価】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【総評】 

「快適環境」分野では，グリーンカーテンの普及や本市特有の水辺を有効活用した取り

組みを行うと共に，景観計画の策定や景観条例の制定，緒絶川周辺地域の環境整備など，

ソフトとハード両面での保全と創造に向けた取り組みを行いました。 

課題として，空き家等の適正管理やごみの不法投棄対策など，個々のモラル向上を図る

取り組み強化が必要となっています。 

 

 

 

１．環境負荷軽減に向けた低炭素社会を構築するため，グリーンカーテン講座を行い，ゴ

ーヤとアサガオの苗を配付します。 

担当：環境保全課 

成果指標： グリーンカーテン講座の受講者数  

現状 目標 実績 評価 

２０人／年 ４０人／年 ２０人／年 □ 

 

関連する SDGs 目標 

(２)【快適環境】心の豊かさを感じる快適環境を創る 

① 緑や水辺の保全と創造 

□ 
５項目 

○ 
６項目 

△ 
２項目 
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所見：新型コロナウイルス感染症の影響で，講座は中止としましたが，受講申込者（２０

人）へ苗と説明資料の配布を実施しました。事業をきっかけに，環境配慮への意識

向上を図っていきます。

 

２．グリーンカーテンを設置する公共施設を増やします。 

担当：環境保全課 

成果指標： グリーンカーテンを設置している公共施設数  

現状 目標 実績 評価 

３８件 ４５件 ３４件 □ 

所見：設置場所の関係で，４件減少となりました。公共施設への設置は，啓発効果が高い

ことから，継続して設置と面積の増加を図っていきます。

 

３．化女沼の自然環境を学習する環境教育ゾーンとして，植林や湿地の再生を図り，教育

の場，観察の場として普及啓発を実施します。ＮＰＯやボランティアと連携し維持管理

を行います。 

担当：世界農業遺産推進課 

所見：化女沼湿地・里山ボランティアへの登録者を中心とした市民，近隣小中学生や企業

からの参画も得て，維持管理を実施しました。 

 

４．蕪栗沼で野火による湿地植生の維持を行い，湿地環境を保全します。 

担当：世界農業遺産推進課 

所見：毎年３月に蕪栗沼で地元消防団・ＮＰＯと連携して野火を実施し，陸地化の緩和と

湿地植生の保全を図っています。令和２年度は，天候により野火を中止しており，

予備日の設定を多くするなどの検討を進めていきます。 

 

 

 

１．世界農業遺産として認められた田園景観を保全するため，居久根のある風景の保全に

向けた仕組みをつくります。 

担当：世界農業遺産推進課 

所見：令和元年度より居久根ボランティアによる管理を実施しており，令和３年度に居久

根保全補助金制度の策定を予定しています。 

 

２．景観計画の実効性を確保し，大崎市らしい良好な景観の実現を図るため，大崎市景観

条例を制定します。 

担当：都市計画課 

所見：令和３年３月に「大崎市景観条例」を制定し，施行を令和３年１０月１日からとし

ています。 

② 景観の保全と創造 
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３．立地適正化計画で，居住誘導区域内への居住を誘導することにより，田園地域での無

秩序な開発を抑制し，美しい景観を形成している農地や森林の消失を防ぎ自然環境の維

持・保全を図ります。 

担当：都市計画課 

所見：田園地域での無秩序な開発を抑制し，美しい景観を形成している農地や森林の消失

を防ぎ，自然環境の維持・保全を図るため立地適正化計画において，居住誘導区域

を設定しています。なお，現在，鹿島台地域の用途地域指定や法改正に伴う見直し

を行っています。 

 

４．緒絶川周辺地区を歩いて楽しめる空間にするため，まち並みと調和する石畳風舗装や

安全性を高める誘導灯を整備します。また，人々が集まり賑わいを生む親水広場を整備

します。 

担当：都市計画課 

成果指標： 緒絶川周辺地区の道路環境整備事業進捗率  

現状 目標 実績 評価 

６４％ １００％ ６９％ ○ 

所見：令和２年度は，道路施設整備工事（Ｌ＝１１６ｍ）を整備しました。

 

 

 

１．空き家バンクへの登録を促し，空家の有効活用を通して定住促進により地域の活性化

を図ります。 

担当：政策課 

 

成果指標： 空き家バンク登録件数  

現状 目標 実績 評価 

５件／年 増加 １３件／年 ○ 

所見：空き家所有者に向けた調査とあわせバンクの登録を促す通知を封入するなど，登録

促進に努めました。また，登録物件が増えることで希望者のニーズに合った選択肢

を提供できる可能性が広がりました。 

 

２．適正に管理されていない空き家等が増え，生活環境や地域社会の安全・安心が脅かさ

れないよう，所有者に改善を求めます。 

担当：環境保全課 

所見：現地確認を行い，所有者へ改善通知や電話連絡を実施し，改善が見られない場合は，

訪問を行うなどして改善を求めました。随時，所有者へ適正管理を呼びかけていき

ます。 

 

③ 空き家の適切な管理，有効活用の推進 
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３．危険な空家等の除却に要する経費について，所有者に除却費補助金を交付することで，

速やかな除却を促します。 

担当：環境保全課 

成果指標： 危険空家等除却費補助金交付件数  

現状 目標 実績 評価 

９件／年 継続 ３件／年 △ 

所見：自己資金や相続の関係などで，件数は減少しましたが，制度の周知を図り，危険空

家等の解消に努めていきます。 

 

４．空き家の実態調査を実施し，現状を把握したうえで，空き家の利活用や除却の戸数増

加につなげます。 

担当：環境保全課 

成果指標： 空き家の実態調査率  

現状 目標 実績 評価 

－ ％ １００％ １００％ ○ 

所見：行政区長の協力をいただき，調査した結果２，４６３軒の空き家を確認しました。

定期的な調査と実態把握に努め，発生予防と解消に向けた施策を展開し，空き家の

抑制につなげていきます。 

 

５．居住誘導区域内の居住を推進し，都市・地域中心部の空き家の有効活用を促進します。 

担当：都市計画課 

所見：都市・地域中心部の空き家の有効活用を促進するため，立地適正化計画において，

居住誘導区域を設定しています。なお，現在，鹿島台地域の用途地域指定や法改正

に伴う見直しを行っています。 

 

６．移住希望者の住宅確保のため，空き家の活用を図ります。 

担当：建築住宅課 

成果指標： 計画期間内賃貸可能物件登録数  

現状 目標 実績 評価 

８件 増加 １５件 ○ 

所見：助成制度の利用促進を図る目的で令和２年度に要綱改正を行ったため，令和３年度

からはウエブサイト等で周知を図りながら，改正後の要綱で運用していく予定とし

ています。 
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１．不法投棄されやすい場所に，不法投棄防止用警告看板等を設置し，不法投棄のない地

域を目指します。 

担当：環境保全課・各総合支所地域振興課 

成果指標： 不法投棄相談件数  

現状 目標 実績 評価 

１５６件／年 減少 １５５件 □ 

所見：地域と連携して，不法投棄禁止看板等を設置し，不法投棄の防止に努めました。公

衆衛生組合等の関係団体と連携を強化し，モラルの向上を図ることで件数の減少に

つなげていきます。 

 

 

 

１．「世界農業遺産 大崎耕土」の副読本を活用し，大崎耕土に対する誇りの醸成を図りま

す。 

担当：世界農業遺産推進課 

所見：副読本は，令和元年度から大崎地域１市４町の小学３～６年生の児童へ配布し，様々

な教科の授業で活用されています。今後は，副読本活用に関する意見交換会（仮称）

を実施し，さらなる大崎耕土の教育の充実を図っていきます。 

 

２．国指定文化財「旧有備館および庭園」などの指定文化財を大崎市の宝として適切な保

存と活用を行いながら，後世に引き継ぎます。 

担当：文化財課 

所見：旧有備館および庭園にて，岩出山地域の文化や歴史を知る展示会やイベント等を開

催し，広く市民に紹介するとともに文化財愛護を図ることを目的に企画展を開催し

ました。（企画展 版画開拓者，有備館の歩み，伊達家の正月膳・紅葉ライトアップ） 

 

３．文化財出前講座や歴史学習，講演会等へ講師を派遣し，文化財の魅力を伝え，郷土へ

の理解と愛着をはぐくみます。 

担当：文化財課 

成果指標： 文化財出前講座等の件数  

現状 目標 実績 評価 

７２件／年 ８０件／年 ４６件／年 △ 

所見：講師派遣・事業協力等について，派遣と協力を行いました。（出前講座５件，講師派

遣３９件，職場体験２件） 

 

 

④ ごみの不法投棄対策の推進 

⑤ 歴史・文化の保全，継承 
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４．文化財の調査や新たな指定を行い，文化財所有者・保護団体等を支援し，文化財の保

存と継承を図ります。 

担当：文化財課 

成果指標： 新たな文化財の指定件数  

現状 目標 実績 評価 

１４９件 増加 １５２件 ○ 

所見：文化財建造物としての価値が認められ，登録有形文化財として登録されました。 

国登録文化財旧橋平酒造店（店舗 1・帳場 1・主屋 1） 

 

５．文化財の説明板や標柱の新設や修繕を行い，魅力ある地域の歴史を伝える環境づくり

を行います。 

担当：文化財課 

成果指標： 文化財説明板や標柱設置  

現状 目標 実績 評価 

３５９件 増加 ３７０件 ○ 

所見：文化財の理解と周知を図り，その認識と保護の普及・啓発を推進するため実施しま

した。（標柱４件，説明板７件） 

 

６．おくの細道を魅力的な遊歩道として整備し，「歩こう，おくの細道」を開催します。文

化学習や健康づくりの場並びに観光資源として活用しながら，文化財を後世に引き継ぎ

ます。 

担当：教育部鳴子支所 

成果指標： 「歩こう，おくの細道」イベント開催回数  

現状 目標 実績 評価 

２回 継続 １回 □ 

所見：１１月８日に２１名の参加者により「第１０７回 歩こう おくのほそ道」を実施し

ました。冬季開催予定であった「かんじきで歩こう おくのほそ道」は雪不足により

中止しました。今後も広く参加者を集い，日本文学を育む環境に触れる機会を提供

し，おくのほそ道の魅力を発信していきます。 

 

７．鳴子温泉地域の源泉を計画的に整備し，安全に安定的に温泉を供給し，温泉観光地と

して産業全体の振興に寄与するとともに，地域住民の健康維持等にも貢献します。 

担当：鳴子総合支所地域振興課 

成果指標： 鳴子温泉地域の観光入込者数  

現状 目標 実績 評価 

１７５万人／年 ２５３万人／年 － － 
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所見：指定管理者において，定期的に源泉の維持管理を実施し，温泉の安定供給に努めて，

温泉観光の推進と地域産業の振興に努めました。 

 

 

 

１．「世界農業遺産 大崎耕土」の副読本を活用し，家庭・地域・学校を通して，食と農に

対する理解を深め，地場産給食の実施により食農教育・食文化の推進継承を図ります。 

担当：世界農業遺産推進課 

成果指標： 学校給食における地場産野菜などの利用品目の割合  

現状 目標 実績 評価 

２２．８％ ２６．０％ ２１．５％ □ 

所見：市内で生産された野菜や米粉麺，凍り豆腐などの加工食品を学校給食に活用しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑥ 地産地消の推進 

里山（水田）における農業生物多様性 
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【10 年後の目標】 

・日常の生活や業務活動において，環境保全の意義や有用性が理解され，それぞれの主体

的な取り組みのもと，大気汚染，水質汚濁等の環境への負荷の低減が図られている。 

・居住環境の質の向上が図られ，誰もが良好な環境のもとで，快適性，安全性を実感しな

がら日々の生活を送っている。 

 

【成果指標の評価】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【総評】 

「生活環境」分野では，環境への影響を把握するため，水質や騒音，放射能等の各種調

査を実施し，変化の状況を把握しました。継続して調査を行いながら，更なる安全・安心

につなげていく必要があります。 

また，衛生的な水環境の保全を図る為，個別計画に基づく排水路や下水道施設等の整備

を実施しました。今後も計画的な整備を行い，生活基盤の環境整備と環境負荷への軽減に

取り組んでいきます。 

 

 

 

１．公害の発生を防止するため，酸性雨（雪）調査を継続して行い，安全で快適な生活環

境を確保します。 

担当：環境保全課 

成果指標： 公害防止のために行う酸性雪調査測定  

現状 目標 実績 評価 

１回／年 継続 １回／年 □ 

所見：令和３年１月１８日から２月１５日の期間に調査を行った結果，対前年比で大きな

数値の変化は見られませんでした。推移を把握する為，調査を継続していきます。 

 

関連する SDGs 目標 

(３)【生活環境】安全・安心な暮らしを支える生活環境を確保する 

① 大気環境の保全 

○ 
１５項目 

□ 
５項目 

△ 
１項目 
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１．公害の発生を防止するため，公共河川の水質検査を継続して行い，安全で快適な生活

環境を確保します。 

担当：環境保全課 

成果指標： 水質の環境基準達成率  

現状 目標 実績 評価 

６１％ 継続 ５７％ □ 

所見：５８箇所の調査を実施した結果，３３箇所において環境基準を達成しました。基準

を超過した箇所についても大幅な超過でないことから，継続して推移を調査してい

きます。 

 

２．水路や排水路を整備し，雨水や生活排水の円滑な処理と衛生的な環境整備を行います。 

担当：建設課 

成果指標： 排水路改良工事事業延長進捗率  

現状 目標 実績 評価 

４０．２％ １００％ ４３．１％ □ 

所見：路線延長の変更により進捗率が変更となりました。 

 

３．流れが悪く滞った状態を解消するため，水路や排水路の調査及び測量・設計・工事を

実施し，浸水被害を軽減します。 

担当：建設課 

成果指標： 排水路改良工事事業浸水対策事業進捗率  

現状 目標 実績 評価 

６７．１％ １００％ ４９．７％ □ 

所見：路線延長の変更により進捗率が変更となりました。 

４．河川環境を保全する活動を促進するため，地域住民が行う草刈りなどの河川維持管理

活動を支援します。 

担当：建設課・各総合支所地域振興課 

所見：地域ごとに，状況に応じた支援を行いました。 

 

５．水道水の有効な利用を図るため，啓発活動や水環境教育を推進します。 

担当：経営管理課 

成果指標： 水道施設見学・出前講座の参加者数  

現状 目標 実績 評価 

３９４人 維持 ３０人 △ 

 

② 水環境の保全 
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所見：新型コロナウイルス感染症の影響により，出前講座及び小学校からの申し込みが減

少していることから，感染症の状況を踏まえて，新たな啓発方法を検討しています。 

 

６．快適な生活を支えるため，水道施設の適正な管理や更新に努めて安全で良質な水道水

を供給します。 

担当：上水道施設課 

成果指標： 水道施設の耐震化率  

現状 目標 実績 評価 

－ ６１％ ４５％ ○ 

所見：施設耐震化計画に基づき，地震災害時に浄水・給水機能を確保し，水道水の安定供

給を可能とする水道施設の耐震化を進めています。 

 

７．公共用水域の水質保全及び生活環境の改善を行い，生活環境の向上を図るため，公共

下水道の整備を行います。 

担当：下水道施設課 

成果指標： 公共下水道区域内の汚水管渠整備率  

現状 目標 実績 評価 

６３．３％ ６８．４％ ６３．４％ ○ 

所見：水質保全及び生活環境向上のため，汚水管渠整備を継続実施しています。 

 

８．農業集落排水区域の水質保全及び良好な生活環境を維持するため，機能低下や劣化し

ている農業集落排水施設の改修（更新）を行います。 

担当：下水道施設課 

成果指標： 農業集落排水施設の改修完了地区数  

現状 目標 実績 評価 

５地区 ７地区 ５地区 □ 

所見：令和３年度に１地区（富岡地区）が改修完了を予定しています。 

 

９．公共用水域の水質保全及び生活環境の改善を行い，生活環境の向上を図るため，公共

下水道区域及び農業集落排水区域以外の一般住宅等への公設浄化槽の整備を行います。 

担当：下水道施設課 

成果指標： 公設浄化槽整備率  

現状 目標 実績 評価 

５５．３％ ８６％ ５８．９％ ○ 

所見：水質保全及び生活環境向上のためのため，浄化槽整備を継続実施しています。 
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１．生活環境の保全を図るため，騒音規制法の規定に基づき，道路に面する地域における

自動車騒音の状況調査を行い，管理者と調査結果を情報共有し，連携して低減に努めま

す。 

担当：環境保全課 

成果指標： 自動車騒音の環境基準達成率  

現状 目標 実績 評価 

９３．７％ 維持 ９３．９％ □ 

所見：法律の規定範囲となる８，３４３戸を調査した結果，７，８３１戸が基準値以下と

なりました。それ以外についても，大幅な超過でなかったことから，継続して推移

を調査していきます。 

 

２．新幹線沿線地域における環境基準の達成状況を把握するため，新幹線鉄道の騒音・振

動測定調査を行い，管理者と調査結果を情報共有し，連携して低減に努めます。 

担当：環境保全課 

成果指標： 騒音・振動・低周波音の環境基準値等  

現状 目標 実績 評価 

騒音，低周波音 

レベル超過 
基準値等の範囲 

騒音，低周波音 

レベル超過 
□ 

所見：４箇所において測定を実施した結果，最も高い値で，騒音は７４デシベル（基準値

超過），振動は５９デシベル（指針値未満），低周波音は１００デシベル（参照値超

過）となりました。結果を管理者へ申し入れ，低減に向けた話し合いを継続してま

いります。 

 

 

 

１．公害の発生を防止するため，土壌調査を継続して行い，安全で快適な生活環境を確保

します。 

担当：環境保全課 

成果指標： 一級水準測量の測定値  

現状 目標 実績 評価 

－２６～＋３ｍｍ 維持 －６～＋２ｍｍ ○ 

所見：大きな変化は確認されませんでしたので，引き続き調査を実施していきます。 

 

２．悪臭により生活環境を損なうおそれがある場合は，事業所の立ち入り調査を行います。 

担当：環境保全課 

③ 騒音，振動の低減 

④ 地盤沈下，土壌汚染の防止と悪臭の低減 
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所見：苦情や相談をいただいた都度，現地確認をし，原因者が特定できる場合は，改善の

依頼を行いました。引き続き，速やかな対応に努めます。 

 

３．安全・安心な生活環境を確保するため，事業者の活動に起因する公害の発生を公害防

止協定などにより抑制します。 

担当：環境保全課 

所見：事業者から提出された協定に基づく報告書において，生活環境等の保全状況を確認

しました。事業者に定期的な報告を求めながら，公害発生防止に努めています。 

 

 

 

１．東京電力福島第一原子力発電所に由来する放射性物質による環境汚染が人の健康また

は生活環境に及ぼす影響を速やかに低減します。 

担当：防災安全課 

成果指標： 空間放射線量測定箇所数  

現状 目標 実績 評価 

２９４箇所 維持 ２９４箇所 ○ 

所見：居住区域及び学校等の施設で空間放射線量の測定を行い，その結果を公表しました。

継続的に放射線量の測定・監視を行っていきます。 

 

２．空間放射線量測定や市民持込みによる食品等放射性物質簡易測定を継続的に実施し，

測定結果を公表することにより，市民の不安解消を図ります。 

担当：防災安全課 

成果指標： 市民持込み食品等放射性物質簡易測定  

現状 目標 実績 評価 

７６件／年 維持 ９７件／年 ○ 

所見：年間を通じて申込を受け付け，測定結果を公表し，安全性の確保を図りました。 

 

３．福島第一原子力発電所の事故により，広範囲に拡散した放射性物質の状況を把握する

ため，側溝泥土等の放射性物質濃度測定を継続して実施します。 

担当：環境保全課 

所見：５１箇所の検査を行い，その検査結果について，ウエブサイト等で公表し，市民に

情報提供を行いました。また，測定値は，国の基準値（８，０００Ｂｑ／Ｋｇ）を

下回ることが確認でき，側溝清掃作業の安全性を確認できましたので，継続して測

定していきます。 

 

４．福島第一原子力発電所の事故により汚染された農林業系汚染廃棄物の焼却処理に伴う

焼却灰の適正な処理体制により，地域の安全・安心を確保します。 

⑤ 放射性物質への対応 
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担当：環境保全課・農林振興課 

 

成果指標： 福島第一原子力発電所の事故により汚染された農林業系汚染廃棄物の焼却処理  

現状 目標 実績 評価 

０ｔ ２，９００ｔ ４１４ｔ ○ 

所見：本年度予定数量である４０６ｔを達成しました。また，厳しい監視体制と地域協議

会を設置して，実施状況等についての意見交換等を行いました。引き続き，市民の

安全・安心を最優先に取り組んでいきます。 

 

５．一般廃棄物として市町村が処理することのできない，放射能濃度が８，０００Ｂｑ／

Ｋｇを超える廃棄物については，管理型処分場の早期建設による処分を国に働きかけて

いきます。 

担当：環境保全課・農林振興課 

所見：関係自治体と連携し，県市長会を通じて，国への要望を行いました。早期処分に向

けた働きかけを継続していきます。 

 

６．児童に安全な給食を提供するため，定期的に１食あたりと食材１つあたりの放射性濃

度の検査を行います。 

担当：子ども保育課 

成果指標： 暫定規制数値を超えた件数  

現状 目標 実績 評価 

０件 維持 ０件 ○ 

所見：教育総務課の作成したスケジュールに則り取り組んでいます。 

 

７．児童に安全な給食を提供するため，定期的に１食あたりと食材１つあたりの放射性濃

度の検査を行います。 

担当：教育総務課 

成果指標： 給食食材の放射性物質濃度測定結果公表割合  

現状 目標 実績 評価 

１００％ １００％ １００％ ○ 

所見：令和２年度検査実績は，食材１４７件，給食完成品４２件，牛乳２件であり，結果

はウエブサイトで公開しています。 
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【10 年後の目標】 

・各主体において，エコなライフスタイルやワークスタイルが実践され，二酸化炭素など

の温室効果ガスの排出量抑制による地球温暖化防止等，国際的な取り組みを通じて，地

球規模の環境活動に積極的に取り組んでいる。 

・持続的発展が可能な社会を実現するために，大量消費・大量廃棄型から，省資源・省エ

ネルギー型のライフスタイルへの転換が図られている。 

・廃棄物の発生は抑制され，資源の再利用や再生利用が行われ，資源循環型の社会が構築

されている。 

 

【成果指標の評価】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【総評】 

「地球環境」分野では，エコドライブや節電などの省エネルギー対策やバイオマスなど

の再生可能エネルギーの利活用促進に取り組みました。また，長期的な取り組みとなる，

コンパクトなまちづくりや公共交通ネットワーク等の充実，３Ｒ（リデュース，リユース，

リサイクル）の推進についても着実な取り組みを行っています。 

国際的な取り組みになっているカーボンニュートラル社会の実現に向けては，市民・事

業者・市が目的を共有し，それぞれが確実な取り組みを行うことや社会全体の取り組みと

していくことが，強く求められています。 

 

 

 

１．市が管理する公用車の効率的な運用を図り，エコドライブや走行距離の削減を図りま

す。 

関連する SDGs 目標 

(４)【地球環境】地球に暮らす一員として行動し， 

地球環境を思いやる 

① 省エネルギー対策 

○ 
９項目 

□ 
６項目 

△ 
６項目 
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２．行政の事務で排出される事務用紙，コピー用紙など資源の削減を推進することにより，

環境負荷の低減を図ります。 

３．「クールチョイス」を実践し，電気・ガス・水道の使用により排出されるエネルギーを

削減し，環境負荷の低減を図ります。 

担当：全庁 

所見：全庁的な取り組みとして，職員行動指針を定め，各が所管する施設や事務事業にお

ける削減や低減に努めました。カーボンニュートラル社会の実現に向けて，更なる

削減に努めます。 

 

４．防犯環境の整備と二酸化炭素排出量の削減を図るため，防犯灯のＬＥＤ化を図り，犯

罪のない明るく住みよい地域づくりを実現します。 

担当：防災安全課 

成果指標： 防犯灯（ＬＥＤ）設置数  

現状 目標 実績 評価 

１５１基／年 １７０基／年 ２６５基／年 ○ 

所見：市内全域の防犯灯のＬＥＤ化を図りました。継続したＬＥＤ灯の設置を行い，安全・

安心な地域社会の実現を図ります。 

 

５．地球温暖化防止につながる環境に配慮した設備を導入した市民や事業者に対し，補助

金を交付します。 

担当：環境保全課 

成果指標： 太陽光発電設備導入量  

現状 目標 実績 評価 

４１９ｋｗ／年 ５００ｋｗ／年 ２７４ｋｗ／年 △ 

所見：売電価格の減少により，発電容量を抑え，蓄電池を併設する形態が増えています。

今後の推移を見ながら，支援制度の拡充なども視野に普及啓発に努めます。 

１．地域の環境団体への支援や市民への啓発等を通じ，廃棄物の適正処理を進め，快適で

住みよい生活環境を目指します。 

担当：環境保全課 

所見：家庭ごみの分け方・出し方カレンダーの作成を行い，適切処理の啓発を図ると共に，

公衆衛生組合等関係団体と連携しながら，生活環境の向上に努めていきます。

２．環境負荷軽減に向けた低炭素社会を構築するため「環境フェア」を開催し，省エネ活

動や３Ｒの普及・啓発を行い，自ら考えて実践する市民を増やします。 

担当：環境保全課 

② 環境配慮型ライフスタイル等の推進 
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成果指標： 環境フェア来場者数  

現状 目標 実績 評価 

２，５００人／年 増加 ０人／年 △ 

所見：新型コロナウイルス感染の影響により中止といたしましたが，環境ポスターの募集

は行い，市図書館において展示と表彰式を行いました。環境問題について，理解を

深める大切な機会であることから，工夫しながら実施につなげていきます。

３．エコアクション事業（講演やバイオゴーカート試乗など）を通じて，学童期から環境

活動に興味を示すよう，啓発を行います。 

担当：環境保全課 

成果指標： エコアクション実施数  

現状 目標 実績 評価 

６校／年 継続 ４校／年 △ 

所見：新型コロナウイルス感染症の影響で，４校の実施となりました。幼少期からの環境

配慮への意識づけは重要となりますので，引き続き学校の協力をいただきながら，

事業を実施していきます。 

１．木質チップを燃料に使用するなど，バイオマス（動植物から生まれた再利用可能な有

機性の資源）を活用した地域循環型のエネルギー供給の仕組みづくりを促進します。 

担当：産業商工課 

成果指標： 木質チップ利用でのＣＯ₂排出抑制効果  

現状 目標 実績 評価 

６３．７万 

Ｋｇ－ＣＯ₂／年 

８８．６万 

Ｋｇ－ＣＯ₂／年 

３．６万 

Ｋｇ－ＣＯ₂／年 
△ 

所見：新型コロナウイルス感染症の影響で，契約先からの木質チップの供給が困難となり，

令和２年度中は協議の上，木質チップボイラーの稼働を停止しました。令和３年度

は供給体制の回復が見込まれることから，段階的な再開を予定しています。

２．市民から廃食用油を回収し，バイオディーゼル燃料にリサイクルする仕組みの構築を

図り，その燃料を公用車や公共機関，公共工事等への利用を促進します。 

担当：産業商工課 

成果指標： 廃食用油回収量  

現状 目標 実績 評価 

６，０３９Ｌ／年 ８，１００Ｌ／年 ６，３２７Ｌ／年 ○ 

③ 地産地消型の再生可能エネルギーの利用促進 
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所見：市内３４ケ所に廃食用油回収ボックスを配置し，市民回収を実施しました。徐々に

活動が浸透しています。

３．バイオディーゼル燃料を利用し，化石燃料由来の二酸化炭素排出抑制を図り，災害時

におけるエネルギーの分散に備えます。 

担当：産業商工課 

所見：市の公用車のうち４台にバイオディーゼル燃料を使用しています。うち２台は災害

時に物資搬送を担当する産業経済部の所有車両とし，エネルギー分散に取り組んで

おり，引き続き，バイオディーゼル燃料の利用普及促進の検討を行っていきます。 

４．再生可能エネルギー事業の可能性調査などを行う事業者を支援し，地域の実情に沿っ

た再生可能エネルギーの普及・促進を図ります。 

担当：産業商工課 

成果指標： 再生可能エネルギーを導入し事業化した件数  

現状 目標 実績 評価 

０件 増加 ０件 □ 

所見：事業者からの相談対応や資料提供等を実施しました。また，大崎市高日向山地域地

熱資源調査検討協議会へ委員として参加しましたが，事業化に至るまでは相当の時

間がかかる見込みです。

 

５．本市の恵まれたエネルギー資源や自然環境を継承していくため，再生可能エネルギー

利用への関心を高める取り組みを進めます。 

担当：産業商工課 

成果指標： 再生可能エネルギー講演会等参加者数  

現状 目標 実績 評価 

４８人／年 ３００人／年 ０人／年 △ 

所見：新型コロナウイルス感染症の影響で，講演会の開催は見送ることとしました。ウエ

ブ等のメディアを活用した普及啓発等の検討を行っていきます。 

 

６．西地区熱回収施設等（ごみ処理施設）から出される余熱エネルギーを活用した地域振

興策の普及・促進を図ります。 

担当：環境保全課 

所見：大崎広域西地区熱回収施設等周辺環境整備推進協議会において，周辺整備と併せて

調査検討を進めています。 

 

７．豊かな自然環境や生活環境等を保全しながら，調和のとれた再生可能エネルギーの利

活用を図るための条例を制定します。 

担当：環境保全課 
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所見：条例を制定し，人と自然が共生し，安全・安心な生活環境の保全と再生可能エネル

ギーの利用との調和に努めました。今後は，適切な運用に努めていきます。 

 

１．各地域の商業・業務・医療・駅等の都市機能の集積が高い区域を中心に都市づくりを

推進し，省資源と環境に配慮した集約型市街地の形成を図ります。 

担当：都市計画課 

所見：省資源と環境に配慮した集約型市街地の形成を図るため，各地域の商業・業務・医

療・駅等の都市機能の集積が高い区域を中心に都市づくりを推進する立地適正化計

画を策定しています。なお，現在，鹿島台地域の用途地域指定や法改正に伴う見直

しを行っています。 

１．「通院」「通学」「買い物」等の外出をサポートする公共交通ネットワークを構築し，車

社会による二酸化炭素の排出削減を図ります。 

担当：まちづくり推進課 

成果指標： 廃止代替バス利用者数  

現状 目標 実績 評価 

１１．１万人 継続 ９．４万人 □ 

所見：幹線路線，広域路線，中心部路線を基軸とし，「通院」「通学」「買い物」等のニーズ

にあった運行ルート，ダイヤ調整等の改善を行いました。利用しやすい公共交通に

整理するとともに，バスマップ・総合時刻表の作成・配布等による利用促進を図り

ます。 

 

２．中心市街地の活性化や観光振興を支える公共交通を構築し，多くの人が利用する“中

心市街地循環便”を目指し，車社会による二酸化炭素の排出削減を図ります。 

担当：まちづくり推進課 

成果指標： 中心市街地循環便利用者数  

現状 目標 実績 評価 

２．９万人／年 継続 ２．４万人／年 □ 

所見：幹線路線，広域路線，中心部路線を基軸とし，「通院」「通学」「買い物」等のニーズ

にあった運行ルート，ダイヤ調整等の改善を行いました。利用しやすい公共交通に

整理するとともに，バスマップ・総合時刻表の作成・配布等による利用促進を図り

ます。 

 

 

④ コンパクトなまちづくりの推進 

⑤ 利用しやすい公共交通ネットワーク等の充実 
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３．地域住民と行政の協働により，分かりやすく，利用しやすい，各地域に適した“地域

内交通”を確保し整備を行い，車社会による二酸化炭素の排出削減を図ります。 

担当：まちづくり推進課 

 

成果指標： 地域内交通の運行を開始した地域の数  

現状 目標 実績 評価 

６地域 ７地域 ６地域 □ 

所見：各地域の運営委員会が主体となり，運行事業者，行政の協働により地域事情に適し

た運行を行いました。今後，地域内交通の役割に合わせた制度設計の検討により，

維持・確保を図ります。 

１．古川リサイクルデザイン展示館の利用団体と連携を図り，様々なメニューの体験学習

を実施し，環境について考え，自発的に行動する市民を増やします。 

担当：環境保全課 

成果指標： リサイクルデザイン展示館体験教室参加者数  

現状 目標 実績 評価 

１，５３２人／年 １，９００人／年 ２９９人／年 △ 

所見：新型コロナウイルス感染症の影響で，中止や人数を減らしての体験教室となりまし

たが，開催方法を工夫し，環境に配慮した取り組みを行う人の増加につなげていき

ます。 

２．ごみの分別や減量化を推進，啓発するため，「ごみ収集カレンダー」を作成し，各家庭

に配布を行います。 

担当：環境保全課 

所見：７８，１５０部のカレンダーを作成し，各世帯に配布すると共に公衆衛生組合連合

会と連携し，適切な分別とごみ減容化に向けた啓発を継続していきます。

３．資源物は分別して，リサイクルステーションへ出すように周知徹底し，リサイクルを

推進します。 

担当：環境保全課 

所見：公衆衛生組合連合会と連携し，適切な分別とリサイクルの啓発を継続していきます。

４．学校給食の「食べ残し」を減らすことが，食品ロスの低減や環境負荷の減少につなが

ることを伝え，「食べ残し」の減量を図ります。 

担当：教育総務課 

 

⑥ ３Ｒ（リデュース，リユース，リサイクル）の推進 
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成果指標： 小中学校の学校給食残食量調査結果  

現状 目標 実績 評価 

７．７％ ６．９％ ７．２％ ○ 

所見：食材の種類や切り方，味付けの工夫，量の調整等をしています。また，クラス訪問

で声がけするなど意欲を高める取組も実施しています。 

１．地球温暖化の影響により大規模化している台風や豪雨といった気候変動等への正しい

理解と身を守るための知識や技術の習得を目的として，自主防災組織が実施主体となっ

た防災訓練等を行います。 

担当：防災安全課 

成果指標： 自主防災組織による防災訓練実施回数  

現状 目標 実績 評価 

５０回／年 １２０回／年 １４０回／年 ○ 

所見：初期消火訓練，避難訓練，避難所運営訓練，安否確認訓練等を行いました。今後も

防災意識の向上を図っていきます。

２．講師を派遣し，地域ごとの洪水・土砂災害ハザードマップを活用した啓発を行い，自

身が居住する地域の実情の把握と訓練をとおした組織等の育成と強化を図ります。 

担当：防災安全課 

成果指標： 自主防災組織による防災講習実施回数  

 

現状 目標 実績 評価 

４０回／年 ５０回／年 ３３回／年 □ 

所見：ハザードマップの見方と活用等の講習会を実施しました。今後も自主防災組織の育

成及び活動に対する支援を行っていきます。

２．豪雨による洪水被害を緩和するため，水田の貯水機能を活用した「田んぼダム」の取

り組みを推進します。 

担当：農林振興課 

成果指標： 田んぼダム推進事業取り組み面積  

現状 目標 実績 評価 

０ｈａ ３００ｈａ ０ｈａ □ 

所見：流域治水対策の一つとして，集中豪雨や台風などによる洪水被害を軽減するため，

田んぼダムの取組を推進します。令和３年度は３地区で取組を行う予定です。

⑦ 気候変動への適応 
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３．集中豪雨等による浸水被害の軽減を図るため，既設水路の浚渫(しゅんせつ)を推進し，

水路の断面を最大限に利用し，十分な流量を確保します。 

担当：建設課 

成果指標： 緊急浚渫事業事業進捗率  

現状 目標 実績 評価 

０％ １００％ ２２．５％ ○ 

所見：計画どおり事業の実施を行っています。 

４．集中豪雨等による浸水被害の軽減を図るため，内水対策として，常襲冠水箇所の排水

路整備を実施します。 

担当：建設課 

成果指標： 排水路改良工事事業浸水対策事業進捗率  

現状 目標 実績 評価 

６７．１％ １００％ ４９．７％ ○ 

所見：路線延長の変更により，進捗率が変更となりました。 

 

５．集中豪雨等による浸水被害の軽減を図るため，公共下水道区域において，雨水管渠(か

んきょ)や雨水排水ポンプ場等の整備を行います 

担当：下水道施設課 

成果指標： 公共下水道区域内の雨水管渠整備率  

現状 目標 実績 評価 

４１．３％ ４７．１％ ４１．３％ ○ 

所見：浸水被害軽減のため，雨水排水ポンプ場増設及び調整池整備を実施しています。 
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【10 年後の目標】 

・各主体が本市の環境に誇りを持ち，自らが活動に取り組み，情報を発信できる役割を担

っている。 

・各主体に加え，学校，地域団体やＮＰＯ等の各種団体を含む全ての人々が，環境保全の

ために必要な行動を認識し，各自が役割を担い，相互連携を図りながら，自主的かつ積

極的な取り組みを推進している。 

 

【成果指標の評価】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【総評】 

「市民参画・協働」分野では，環境イベントの開催や環境教育・環境学習の推進など，

新柄コロナウイルス感染症の影響により従来型の活動が実施できず，今後の大きな課題と

なりました。「自然環境」分野と同じように，実施方法の工夫が必要と考えています。 

また，地域においては感染対策を行いながら，環境衛生や環境美化活動へ取り組んでい

ただきました。今後も身近な環境を大切にする協働の取り組みとして継続していきたいと

考えています。 

 

 

 

１．地球温暖化対策実行計画に基づき，温室効果ガス総排出量を抑制するため，公共施設

において毎年度，光熱水量を調査し結果を公表し，「ＣＯ₂削減」への取り組みを推進し

ています。 

担当：環境保全課 

 

 

 

 

関連する SDGs 目標 

(５)【市民参画・協働】世代を超えて環境を学び，伝える 

① 環境情報の提供 

○ 
１２項目 

△ 
７項目 

□ 
１項目 
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成果指標： 温室効果ガスの年間排出量  

現状 目標 実績 評価 

２８，５７９ 

ｔ－ＣＯ₂ 

１７，８７５ 

ｔ－ＣＯ₂ 

２８，０１９ 

ｔ－ＣＯ₂ 
□ 

所見：各施設における光熱水費の削減や職員行動目標を設定し，取り組みを行いました。

カーボンニュートラル社会の実現に向けて，更なる削減に努めます。 

 

 

 

１．毎年，環境フェアを開催し，省エネ活動や３Ｒの普及・啓発を行い，自発的に実践す

る市民を増やします。 

担当：環境保全課 

成果指標： 環境フェア来場者数  

現状 目標 実績 評価 

２，５００人／年 増加 ０人／年 △ 

所見：新型コロナウイルス感染の影響により中止といたしましたが，環境ポスターの募集

は行い，市図書館において展示と表彰式を行いました。環境問題について，理解を

深める大切な機会であることから，工夫しながら実施につなげていきます。

 

 

 

１．小学生を対象としたエコアクション事業（実演やバイオゴーカート試乗など）や中学

生を対象とした環境講演を継続して実施し，環境について関心を持ち，自ら環境問題に

ついて考え，省エネ活動や３Ｒに取り組む児童生徒を増やします。 

担当：環境保全課 

成果指標： エコアクション実施数  

現状 目標 実績 評価 

６校／年 継続 ４校／年 △ 

所見：新型コロナウイルス感染症の影響で，４校の実施となりました。幼少期からの環境

配慮への意識づけは重要となりますので，引き続き学校の協力をいただきながら，

事業を実施していきます。 

 

２．古川リサイクルデザイン展示館の利用団体と連携を図り，様々なメニューの体験学習

を実施し，環境について考え，自発的に行動する市民を増やします。 

担当：環境保全課 

 

 

② 環境イベントの開催 

③ 環境教育・環境学習の推進 
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成果指標： リサイクルデザイン展示館体験教室参加者数  

現状 目標 実績 評価 

１，５３２人／年 １，９００人／年 ２９９人／年 △ 

所見：新型コロナウイルス感染症の影響で，中止や人数を減らしての体験教室となりまし

た。今後も開催方法を工夫しながら，環境に配慮した取り組みを行う人の増加につ

なげていきます。 

３．出前講座メニューに基づき，市民が主催する学習会等に職員を講師として派遣し，協

働によるまちづくりの推進を図ります。 

担当：生涯学習課 

成果指標： 出前講座派遣件数  

現状 目標 実績 評価 

１２６件／年 １４０件／年 ４６件／年 △ 

所見：新型コロナウイルス感染症の影響により，講座の申し込み数が減り，中止する事例

もありました。感染対策を図りながら事業に取り組む必要があります。 

 

４．学校教育の場，地域住民の水辺に親しむ憩いの場を創出することを目的に整備された

下伊場野水辺の楽校親水公園で，環境学習や自然体験活動を推進し，「子どもの水辺」再

発見プロジェクトに取り組みます。 

担当：松山総合支所地域振興課 

所見：地元小学校生徒による鮭の生態学習や稚魚放流活動に取り組みました。今後も環境

学習や自然体験活動を推進し，「子どもの水辺」再発見プロジェクトに取り組みます。 

 

 

 

１．市民活動団体（ＮＰＯ法人）の環境問題に対する関心の高まりから，法人設立の認証

や，運営の管理を支援することにより，自立した団体による活発な公益的活動が行われ

るよう，側面的な支援を行います。市民活動サポートセンターと連携し活力のある団体

を育成します。 

担当：まちづくり推進課 

成果指標： 市民活動サポートセンター来館者数  

現状 目標 実績 評価 

２，５８６人／年 増加 ２，９１７人／年 ○ 

所見：市民活動サポートセンターと協力し，ＮＰＯ法人に対しコロナ禍という厳しい環境

下においても，民間の助成金などを活用し，環境問題に取り組むＮＰＯなどが活動

しやすいよう，側面的支援を行いました。今後も，ＮＰＯサポートセンターにおい

て，環境問題に関する講座を企画・開催するなど，市民の学びの場の提供に努めま

す。 

④ 協働による取り組みの推進 
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２．緒絶川荒川清流化促進協議会が行う，緒絶川や荒川の清掃，環境整備など取り組みを

推進します。 

担当：環境保全課 

成果指標： 緒絶川荒川清流化促進協議会清掃実施回数  

現状 目標 実績 評価 

２回／年 継続 ０回／年 △ 

所見：新型コロナウイルス感染症の影響により中止となりました。今後の取組みについて，

協議会役員等と検討してまいります。 

 

３．地域内の市民統一清掃を行い，快適な生活環境を守り，一人ひとりの環境衛生意識の

普及・向上を図ります。 

担当：環境保全課・岩出山総合支所地域振興課・鳴子総合支所地域振興課 

成果指標： 古川・岩出山・鳴子温泉地域市民統一清掃回数  

現状 目標 実績 評価 

２回／年 継続 １回／年 △ 

所見：一部中止となった活動もありますが，各地域で主体的に清掃活動を行い，生活環境

の整備と環境衛生意識の普及・向上につながりました。今後も一体となった協働の

取り組みを進めていきます。 

 

４．すばらしい松山地域協議会が実施する「コスモスロード」へのコスモス植栽活動を支

援し，通行者に癒しを提供するとともに地域づくりを推進します。 

担当：松山総合支所地域振興課 

成果指標： コスモスロード植栽事業  

現状 目標 実績 評価 

１回／年 継続 １回／年 ○ 

所見：２５団体が参加し植栽事業を実施しました。今後も協議会と一緒に取り組みを進め

ていきます。 

 

５．松山地域で行政区ごとに実施する環境美化活動「クリーンふるさと運動」を支援し，

良好な生活環境を維持します。 

担当：松山総合支所地域振興課 

成果指標： クリーンふるさと運動  

現状 目標 実績 評価 

２回／年 継続 ２回／年 ○ 

所見：各行政区において環境美化活動を実施しました。今後も活動を支援し，良好な生活

環境を維持します。 
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６．不法投棄されやすい地域内林道などを公衆衛生組合連合会が主体となり巡回し，不法

投棄のない地域を目指します。 

担当：松山総合支所地域振興課 

成果指標： ごみ不法投棄巡視  

現状 目標 実績 評価 

１３回／年 継続 １０回／年 □ 

所見：５月，１０月の毎週木曜日に松山地域の林道を巡回し，不法投棄がされていないか

を確認しました。今後も不法投棄のない地域を目指します。 

 

７．三本木地域では「ラブリバー大作戦」として，河川愛護と水防意識の高揚を図り，河

川への感謝と親しみを込め，地域住民の自主参加により清掃活動を実施します。 

担当：三本木総合支所地域振興課 

成果指標： ラブリバー大作戦  

現状 目標 実績 評価 

１回／年 継続 ０回／年 △ 

所見：新型コロナウイルス感染症の影響により，令和２年度は中止となりました。 

 

８．三本木地域では「クリーン大作戦」として，緑豊かな住みよい地域づくりのため，行

政区の住民同士の交流連携を深めながら環境美化活動を実施します。 

担当：三本木総合支所地域振興課 

成果指標： クリーン大作戦  

現状 目標 実績 評価 

１回／年 継続 １回／年 ○ 

所見：三本木地域内全行政区で「クリーン大作戦」として，地域内のゴミ拾いや草刈り等

が実施されました。 

 

９．鹿島台地域では，「ごみ・ゼロ一斉大作戦」として，行政区ごとに実施する環境美化活

動を支援します。 

担当：鹿島台総合支所地域振興課 

成果指標： クリーン大作戦  

現状 目標 実績 評価 

３回／年 継続 ３回／年 ○ 

所見：年に３回，鹿島台地域全域でごみ・ゼロ一斉大作戦を実施し，環境美化に努めまし

た。 

 

１０．田尻観光協会と加護坊山沿道の清掃を実施し，環境美化の普及啓発を図ります。 

担当：田尻総合支所地域振興課 
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成果指標： 加護坊山クリーン作戦  

現状 目標 実績 評価 

１回／年 継続 １回／年 ○ 

所見：新型コロナウイルス感染症の影響で，総合支所と穂波公社職員のみで範囲を狭めて

実施しました。また，ボランティアを募って実施したいと考えています。 

 

１１．田尻観光協会と大貫小学校が提携して，蕪栗沼への道路沿いの清掃を実施し，環境

美化の普及啓発を図ります。 

担当：田尻総合支所地域振興課 

成果指標： 蕪栗沼クリーン作戦  

現状 目標 実績 評価 

１回／年 継続 １回／年 ○ 

所見：例年どおり大貫小学校の児童と一緒に実施しました。今後も蕪栗ぬまっこくらぶの

協力のもと継続していきたいと考えています。 

 

１２．田尻地域内４８衛生組合連合会と，各地域で清掃を実施し，環境美化の普及啓発を

図ります。 

担当：田尻総合支所地域振興課 

成果指標： 地域内清掃の実施  

現状 目標 実績 評価 

１回／年 継続 １回／年 ○ 

所見：各地域でお盆前に道路等の清掃を行いました。 

 

１３．田尻地域の衛生部長等が各戸を訪問し，清掃状況等を確認し，衛生指導を行います。 

担当：田尻総合支所地域振興課 

成果指標： 衛生指導の実施  

現状 目標 実績 評価 

４８組合 継続 ４８組合 ○ 

所見：例年どおり各衛生部にチラシを配布しながら指導し，環境衛生改善コンクールでは

２戸の入賞がありました。 

 

 

 

１．これからの地域を担う若者を育成するため，大崎市が抱える問題やプロジェクトにつ

いて，高校生と話し合い，地域の活性化に向け自由な提案を頂き，高校生が積極的に地

域づくりに参加することにより，大崎市への関心度を高めます。 

担当：政策課 

⑤ 環境教育を支える人材の育成と活躍促進 
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成果指標： 高校生タウンミーティングによる意見数  

現状 目標 実績 評価 

１８件／年 増加 ２８件／年 ○ 

所見：令和２年度はリモートで開催し，市内７校から過去最多の５４名に参加をいただき

ました。より多くの意見をいただけるよう，テーマ設定の工夫や事業の認知度の向

上を図っていく必要があると考えています。 
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１．気温（５年毎の平均気温，最高気温，最低気温の推移） 

（単位：度） 

 

１．気温 

（単位：℃） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

環境の状況 

プラン 

昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年 

平均 10.5 11.1 12.6 11.7 11.5 10.8 11.8 12.3 12.3

最高 31.6 34.9 34.5 34.5 33.4 35.2 35.3 35.6 35.2

最低 -15.9 -11.8 -11.7 -9.3 -11.9 -14.1 -12.4 -7.8 -11.6
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古川 

昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年 

平均 10.2 10.9 12.3 11.2 11.7 11 12 12.1 12.2

最高 30.7 33.1 33 34.4 33.5 35.3 34.2 35.8 36.1

最低 -16.4 -12.4 -13.3 -11.4 -11.4 -15.6 -11.8 -7.6 -10.6
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資料：気象庁ホームページ 

 

 

２．降水量（５年毎の年間降水量） 

（単位：ミリメートル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：気象庁ホームページ 

  

昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年 

平均 9.5 10 11.5 10.3 10.7 10 10.9 11.3 11.3

最高 30.7 34.2 33.1 33.4 33.6 34.1 34.3 36 35.5

最低 -12.9 -13.1 -13.8 -11.2 -11.3 -7.6 -10.3 -7.9 -8.9
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川渡 

昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年 

古川 1,537 1,144 1,383 1,036 1,138 952 1,307 1,321 1,279

鹿島台 1,299 1,020 1,297 1,063 1,110 832 1,249 1,086 1,009

川渡 1,957 1,429 1,824 1,619 1,733 1,593 1,705 1,774 1,704
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３．日照時間（５年毎の年間日照時間） 

（単位：時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：気象庁ホームページ 

 

 

４．降雪量（５年毎の寒候年※降雪量） 

（単位：センチメートル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※寒侯年：前年８月 1日から当年７月３１日までの期間 

資料：気象庁ホームページ 

昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年 

古川 60.0 60.0 229.0 248.0 172.0 206.0 13.0

川渡 263.0 645.0 284.0 336.0 576.0 493.0 350.0 527.0 60.0

0
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700

降雪量 

昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年 

古川 1,966 2,178 1,595 1,541 1,650 1,686 1,728 1,975 1,690

鹿島台 1,925 2,341 1,735 1,630 1,597 1,644 1,770 2,040 1,782

川渡 1,959 2,037 1,437 1,431 1,328 1,412 1,461 1,728 1,462

1,000

1,500

2,000

2,500

日照時間 
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５．温室効果ガス排出量 

（単位：千トン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．ごみ総排出量 

（単位：トン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 

生活系ごみ 32,883 32,944 33,240 32,837 33,603

事業系ごみ 12,782 12,788 12,613 12,145 11,353
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ごみ総排出量 

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

廃棄物分野 22 22 21 22 22 22

農業分野 143 140 134 136 132 123

運輸部門 299 302 288 271 277 272

家庭部門 238 209 182 180 194 170

業務その他部門 234 223 220 215 205 177

産業部門 503 523 491 518 513 472
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７．し尿処理量 

（単位：キロリットル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．公害苦情件数 

（単位：件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 

し尿 61,038 60,278 58,303 58,250 56,979

浄化槽汚泥 31,421 32,009 32,649 33,439 33,608

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

し尿処理量 

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度

大気汚染 2 6 4 4 7

水質汚濁 11 4 8 9 10

土壌汚染 0 0 0 0 0

騒音 11 7 13 11 11

振動 7 7 2 1 1

地盤沈下 0 0 0 0 0

悪臭 5 15 23 14 12

その他 361 336 390 339 400

計 397 375 440 378 441
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